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 9. 研究実績の概要 

      下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 

   交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 

   だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 

     は記載しないこと。 

 平成 20年度は，まず前年度に統計数理研究所で報告した，潜在的人称構造に基づく発話理

解モデルについて論文としてまとめ，その後イギリスはブライトン大学で開催された言語コ

ミュニケーションと認知に関する国際学会である Language, Communication, and Cognitio

n(LCC)に おいて報告を行った．そこでは，聞き手による比喩表現の理解プロセスにおいて，

話し手の主観性が（１）事態認知者としての主観性，（２）言語表現者としての主観性，（３

）行為者としての主観性，の３つの相において把握されることを，アイロニー発話，直喩と

メタファーなどのレトリック表現のそれぞれの解釈について示した．  

 これらの研究は，本研究課題で推進する規範と逸脱の認知語用論の観点からは，発話者の

事態認知と解釈者の発話事態認知の相互作用において，それぞれの事態の規範性がどのよう

に発話理解において利用され，同時に発話理解プロセスがその逸脱をトリガーとしてどのよ

うに展開されるかを示すものとして位置づけられる．こうした試みの全体像としての認知語

用論の基礎的枠組みについては現在共著書として執筆中であり，最終年度の成果として出版

される予定となっている．  

 

 

 

 

 ※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)

を添付すること。 
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11.研究発表（平成２０年度の研究成果） 
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 〔学会発表〕計（ 1 ）件  
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12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、 

  ＵＲＬを記載すること。 

http://implicature.net/index-j.html 




